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競　技　の　条　件
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ゴルフ規則
２０２５年度（公財）日本ゴルフ協会ゴルフ規則及び本競技のローカルルールを適用る。
使用クラブの規格
『ゴルフ規則４．１ａ適合クラブ』 をする。 　
使用球の規格
『ゴルフ規則４．２ａ適合球』 を適用する。
ホールとホールの間での練習禁止
『ゴルフ規則５．５ホールとホールの間の練習禁止』 は次のように修正する。 　
２つのホールのプレーの間、 プレーヤーは次のことをしてはならない。
・ 終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習ストロークを行う。
・ 終了したばかりのパッティンググリーンの表面をこすったリ球を転がすことによってパッティンググリーン面をテストする。
（違反の罰　︓２打）

ローカルルール
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アウト ・ オブ ・ バウンズの境界は白杭をもって標示する。
修理地は青杭で囲む。 また青杭を立て、 白線でその限界を標示する。
レッドペナルティーエリアは赤杭、 赤線をもってその限界を標示する。 線と杭が併用されている場合は線がその限界を標示する。
白線の区域と動かせない障害物がつなげられている場合、 ひとつの異常なコース状態として扱われる。
舗装道路に囲まれている花壇とその道路は、 規則１６．１に基づいて救済を受ける場合、 ひとつの異常なコースの状態として扱
われる。
人工の表面や縁を持たないコース内の作業道路は動かせない障害物として扱うことができる。
パッティンググリーン周辺の保護フェンス（防球ネット）は動かせない障害物であり、 この救済は規則１６．１により受けることができ
る他、 プレー線にかかる場合も同様に救済を受けることができる。
西７番ホール右バンカー手前の 【ドロップゾーン】 について、 レッドペナルティーエリアの救済に１罰打で、 白線より奥のカート道路等
の救済に罰なしで使用することができる。
西１５番ホールにおいて球がレッドペナルティーエリアにあることが分かっているか、 ほぼ確実な場合は１罰打を加えて指定ドロップ区
域から球をドロップしてプレーすることができる。

注　意　事　項
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競技の条件またはローカルルールに追加、 変更のあるときは、 競技用カード交付場所付近に掲示して告示する。
パー３のホールに限り、 先行組のプレーヤーは、 自分の組の誰もまだパットを始めていない段階で後続組のプレーヤー全員がティーイ
ングエリアまで来ている場合、 パッティンググリーン上にある球の位置をマークして全て拾い上げ、 後続組プレーヤー全員がティーショッ
トを済ませるまでプレーを控え、 後続の組にティーイングエリアからプレーさせること。
プレーの進行に留意し、 先行組との間隔を不当に空けないよう注意すること。

競技委員長　小笠原　敦子


